
 

予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、
冒
頭
、
総

括
的
質
疑
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
す
る
審
査

を
、
そ
の
後
部
局
ご
と
に
審
査
を
行
い
、

最
終
日
の
１５
日
に
は
、
再
び
総
括
質
疑
を

行
い
、
そ
の
後
討
論
・
採
決
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
に
対

す
る
質
疑
、
採
決
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
委
員
会
で
の
質
疑
は
、
事
前
の
通
告

制
と
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
通
告
を
し
た
の

は
、
日
本
共
産
党
の
３
名
と
無
会
派
の
竹

若
・
糸
目
議
員
、
凛
風
会
の
橋
本
律
・
谷

永
・
西
村
議
員
、
志
誠
会
の
森
田
・
戎
脇
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
議
長
・
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
が
出
席
し
て
の
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
９
月
１０
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
集
中
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
山
岡
・

小
西
・
岡
田
議
員
は
評
価
す
べ
き
点
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
令
和
３
年
度
予
算
の
執
行
、
令
和
４
年
度
予
算
に
活
か

す
よ
う
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
小
西
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
尚
、
今
議
会
よ
り
各
常
任
委
員
会
も
本
会
議

同
様
に
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
中
継
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
録
画
中
継
も
視
聴
可
能
。 

 

第
４
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
が

提
案
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
山
岡
議

員
は
、
行
政
の
無
駄
を
な
く
し
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
は
必
要

な
こ
と
だ
が
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
行

政
改
革
」
は
、
職
員
を
削
減
し
民
間
導

入
す
る
な
ど
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
」
に
道
を
ひ
ら
く
も
の
だ
と
指
摘

し
、
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
特
別
会
計
、

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
決
算
、

市
道
路
線
の
認
定
、
第
２
次
総
合
計
画

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
の
報
告
も

さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
病
院
事
業
、診
療
所
事

業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
決
算
認

定
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

等
に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま
し
た
。岡

田
議
員
は
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
・
介

護
保
険
の
３
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
高
い
保
険
料
な
ど
が
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
反
対
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。 

 小西喜代次議員の反対討論 （要旨） 
 

 令和２年度決算は、コロナから市民の命と暮ら

しを守る決算になっているかどうかが最大のポ

イントである。 

① 感染防止、コロナ封じ込めの対策としてＰＣ

Ｒ検査は、「県が一元的に進めるもの」として

市独自に取り組まれなかった。クラスター発

生の防止には、感染リスクが高い施設等での

検査実施が必要なのは言うまでもない。 

② 市内事業者への一律給付など積極的な施策が

あったが、実態に合わない支援もあった。関

連経費の殆どは国・県からの支出で対応でき

ている。市民の実態に即した対策が必要。 

③ コロナ禍のもと、市民の生活応援、福祉向上

からの視点で見ると、医療費の中学卒業まで

の無料化、給食費の負担軽減・無償化、コミ

バスの改善など市民の願いに十分こたえた決

算とはなっていない。 

④ 令和２年度は業務の効率化、人件費を削減す

るとしＡＩの導入、デジタル化、アウトソー

シングなどが推進された。また会計年度任用

職員制度の導入により公務員制度そのものの

転換が図られた。コロナ禍の教訓からも必要

な人員配置と、本来的な行政サービスの向上、

住民自治の機能強化の観点での検証が必要。 

議
員
、
公
明
党
の
堀
議
員
の
１１
名
の
み
。

結
局
４
日
間
の
審
査
中
、
志
誠
会
の
里
見

議
員
、
公
明
党
の
白
坂
議
員
は
、
一
度
も

発
言
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

決
算
は
歳
入
歳
出
両
面
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
市
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
か
、
税
金
の
集
め
方
・
使
い
方

に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
が
議
員
の
役
割
で
す
。
一
度
も
発
言

を
し
な
い
な
ど
議
員
の
責
任
を
果
た
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

  


